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第1章　製品概要

1　プログラム概要
本プログラムは道路橋示方書・同解説IV下部構造編（平成24年3月）、V耐震設計編（平成24年3月）」に基づいて、鉄筋コン
クリート橋脚の設計計算から、図面作成までを一貫して行うプログラムです。
「既設道路橋の耐震補強に関する参考資料（平成9年8月）」および「既設橋梁の耐震補強工法事例集（平成17年4月）」を
参考にして既設橋脚の耐震性の判定、補強設計を行います。
図面作成では、一般図から配筋図、組立図、加工図、鉄筋表などの図面を一括生成し、簡易編集機能、DXF、SXF、DWGな
どの各ファイル出力に対応しています。
UC-win/FRAME(3D)データファイル出力に対応しています。
電子納品対応として、禁止文字対応、しおりの表示等をサポートします。

2　プログラムの機能と特長
■REED工法（有償オプション機能）

１．ストライプHのモデル化
REED工法では、主鋼材となるストライプHを断面積の等価な3本の鉄筋に置き換えて計算します。このとき、検討方向と配
置する方向に応じて、下記のようにモデル化します。
（１）強軸使用、弱軸使用
検討方向に対して強軸または弱軸となる場合は、次のように分割します。

（２）強軸平行、弱軸平行（円弧部、面取り部のみ）
橋軸平行、弱軸平行の場合は、配置されるストライプHの角度に合わせて上記でモデル化した換算鉄筋を回転配置します。　　
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２．許容応力度法
常時，レベル1地震時については、一般的なRC断面の照査と同様に、以下の応力度照査を行います。ここで、ストライプHの
許容応力度は、H24道示Ⅱ鋼橋編3.2に従い、SM490Yの許容引張応力度210（N/mm2）を用います。また、ストライプHの引
張応力度判定位置は、換算鉄筋の最引張縁の鉄筋（下図緑丸）位置とします。

　・コンクリートの圧縮応力度
　・ストライプH換算鉄筋の引張応力度
　・せん断応力度

３．保有水平耐力法
レベル2地震時については、許容応力度法と同様に換算鉄筋を主鋼材とします。ただし、塑性ヒンジ長及び許容限界ひずみ
を算定する場合の軸方向鉄筋径φ'，φについては、ストライプHの断面二次モーメントと同等となるような等価鉄筋径（≦
100mm）を用います。
また、限界状態については、次のように定義します。
(1)初降伏限界
引張側のストライプHの図心位置における換算鉄筋のひずみが降伏ひずみに達するとき。
(2)終局限界
下記の何れか先に生じる（曲率の小さい）方とします。
1)引張側のストライプHの図心位置における換算鉄筋のひずみが許容限界ひずみに達するとき。
2)圧縮側の帯鉄筋位置におけるコンクリートのひずみがコンクリートの圧縮限界ひずみに達するとき。

４．制限事項
REED工法を使用する場合、現在は下記の機能制限があります。
(1)図面作成を行うことはできません。
(2)自動設定機能を使用することはできません。
(3)既設検討、補強設計を行うことはできません。
(4)柱形状のテーパー形状、段落しを設定することはできません。

■下部構造の慣性力を厳密に考慮した保有水平耐力法の照査（有償オプション機能）

「道路橋示方書・同解説 平成24年3月 (社)日本道路協会」では、保有水平耐力法に用いる地震時慣性力を橋脚が支持する
上部構造部分の重量Wuと橋脚の重量Wpより求めた等価重量Wに設計水平震度khcを乗じることで算定し、これを上部構
造の慣性力作用位置に作用させ照査を行っています。この方法は、上部構造の慣性力に比較し下部構造の慣性力が支配的
となるような場合など実際の挙動と異なると考えられるケースがあります。Ver.12のオプション機能は、各着目点位置におけ
る慣性力を個別に算定し各限界状態に達するときの震度を厳密に求めることで、設計水平震度khcと保有水平耐力Paに達
するときの震度khaを比較し照査を行います。これにより、下部構造の慣性力が支配的となるようなモデルにおいても精度よ
く照査を行うことが可能になると考えます。

■補強部主鉄筋、アンカー筋配置の拡張

Ver.12では、補強部の主鉄筋及びアンカー筋の設定について以下の拡張を行い、従来よりも詳細な配筋状態を再現すること
がきるようになります。
1.定着筋と非定着の詳細ピッチによる設定（小判形の直線部）
2.定着筋と非定着の1本ごとの設定（円形・小判形の円弧部、矩形面取り形状の面取り部）
3.アンカー筋の詳細ピッチによる設定（矩形・小判形及び矩形面取り形状の直線部）
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▲図6　アンカー筋配置

▲図7　アンカー筋入力

■H24道示Ⅴ中空ハンチ形状への対応

断面形状が矩形の場合において、H24道示Ⅴ（P.212）の中空部のハンチ形状の設定が行えるようになります。なお、本バー
ジョンでの扱いは下記のとおりです。
1.ハンチ部は躯体部の重量と慣性力算定のみに考慮
2.非線形動的解析モデルエクスポート時のアウトラインに考慮
※今後発刊が予想される設計便覧や参考資料等の内容によっては仕様が変更となる可能性があります。

▲図8　中空ハンチ形状

■破壊形態判定に用いる最小せん断耐力の自動抽出

従来の基部＋任意の中間部１点から判定を行う方法に加え、各着目断面位置のせん断耐力から自動的に最小となる位置を
抽出し破壊形態の判定を行うことが可能となります。
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■設計計算部

１．橋脚形式・形状等

２．主な計算内容
（１）常時、暴風時及びレベル１地震時の照査（許容応力度法による）
　・柱鉄筋の段落しの検討が可能
　・梁形状は、（柱の上に梁がのる）梁形式（矩形、小判形）、（柱の側面に梁がつく）張り出し形式。また、張り出し形式は
梁先端しぼり可能。梁形式は矩形形状のとき梁先端しぼりが可能
形状がコーベルの条件を満たす場合は、コーベルとしての設計が可能
　・柱は、矩形のとき直角方向に非対称な形状が可能。また、柱基部テーパーに対応（矩形Ｒ面取りを除く）
　・かけ違い橋脚の沓座等の荷重を考慮することができます
　・柱中間に作用する集中荷重，分布荷重，風荷重，流水圧，動水圧は、有無・方向・荷重強度等を入力することによりプロ
グラム内部で荷重を算出します
　・上載荷重は、載荷範囲を指定することにより全載・半載とすることができます
　・荷重ケースごとに水位入力、「洗掘状態として検討する」を指定可能

（２）レベル2地震時の照査（地震時保有水平耐力法による）
　・柱部材
1.地震時保有水平耐力の照査のほかに、降伏剛性を算出することができます。
2.主鉄筋の材質と、帯鉄筋の材質をかえることができます。
3.帯鉄筋が高さ方向に変化がある場合を考慮し、横拘束筋データは4区間まで設定できます。
4.せん断耐力は、各着目点について算出することができます。
5.はり部の扱いを、以下の方法から指定することができます。
　a.直下の柱断面を用いる。　b.剛体とする。
6.同一振動単位系の設計水平震度の最大値と、計算した設計水平震度を比較し、大きいほうの設計水平震度を用いること
ができます。
　・フーチング部材
1. 直接基礎、レベル2地震時の照査が可能　（基礎の浮き上がりを考慮した地盤反力度分布に対しての照査）
　［参：道示IV10.6、8.7、参考資料-3］
2. 杭基礎、レベル2地震時の照査は連動する「杭基礎の設計・基礎の設計計算」で可能
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（3）補強設計
　・柱部材
1.既設橋脚の補強前に対する検討　及び　補強後に対する検討が可能
2.弾性応答となる場合、段落し部の応答曲げ、せん断力に対する検討が可能
3.既設橋脚の照査、補強後の耐震設計の段落とし部での損傷の判定が可能
4.RC、鋼板併用RC巻立て工法の既設部と補強部で異なるσck設定
5.補強工法における橋軸方向、橋軸直角方向で異なる巻き立て厚の設定
6.RC巻立て、鋼板併用RC巻立て補強において、有効長の内部計算に対応
7.鋼板巻立て補強において、小判形柱のアンカー筋有りモデル（曲げ耐力制御式）、所要板厚の計算、中間貫通鋼材の設置
に対応
　
・フーチング部材
1.フーチング補強時（増し杭）の検討は、連動する「杭基礎の設計、基礎の設計計算」で可能
2.フーチング補強工法において常時、レベル1地震時の許容応力度法による照査に対応

（4）付属設計
　・橋座の設計（橋座部の耐力照査）、鉄筋コンクリートによる縁端拡幅設計に対応

３．連動
　・UC-1「杭基礎の設計」、「基礎の設計計算」、「深礎フレーム」、「震度算出（支承設計）」との連動設計が可能です。
杭基礎の場合、2.5次元の設計が可能です。
　・「フーチングの設計計算」、補強後モデルによる「UC-win/FRAME(3D)」データファイルのエクスポートが可能です。

●橋脚の設計→UC-win/FRAME(3D)データ活用
　登録断面、FRAMEデータの利用が可能。面倒な動的解析データ作成に役立ちます。

　※UC-win/FRAME(3D)との連携に関しては、UC-win/FRAME(3D)を参照して下さい。

４．設計調書出力対応
　・下部工設計調書　橋脚躯体（震度法）・（地震時保有水平耐力）
　・下部工設計調書　はり・フーチング
　・基礎工設計調書　直接基礎
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■図面作成部

（1）梁形状

（2）柱形状
　・断面形状： 円、小判、矩形、矩形面取りの4形状 ※柱にテーパーを設けることが可能
　・梁なしタイプ対応（天端筋配置対応含む）
　・梁が「柱幅＞梁幅」タイプの場合の天端筋配置対応
　・柱補強の「RC補強工法」の作図可能

（3）フーチング形状
　・形状： 4方向テーパーからテーパー無しまで可能
　・下面主鉄筋の杭部分の箱抜き対応
　・柱位置、杭位置、杭よけ斜め鉄筋の作図が可能
　・かぶり詳細図の作図可・上下面図の合成図形対応

（4）その他
　・配筋図／一般図を作成可能、また図形のレイアウトも自動的に行う事が可能
　・数量計算が可能
　・以下の基準に従った属性（線属性・レイヤ属性など）で図面の作成が行えます。
　　国土交通省「CAD製図基準（案）」平成16年6月版
　　日本道路公団「CADによる図面作成要領（案）」平成13年10月版
　　日本道路公団「調査等業務の電子納品要領（案）」平成17年4月版
　・土木学会「土木製図基準 平成15年小改訂版」に対応した加工図の作図に対応
　・CADデータ交換標準SXF Ver3.1形式のファイル（レベル2）出力機能を備えています。
　・IFC形式およびAllplan形式のファイル出力に対応
　・3D配筋シミュレーション機能（3D配筋自動生成、表示機能）に対応

■3D配筋シミュレーション機能参考画像

関連ページ UC-win/Road 3D配筋シミュレーション（Up&Coming '09 盛夏の号掲載）
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■適用基準・参考文献

適用基準
道路橋示方書･同解説Ⅰ共通編　平成２４年３月（社）日本道路協会 
道路橋示方書･同解説Ⅲコンクリート橋編　平成２４年３月（社）日本道路協会 
道路橋示方書･同解説Ⅳ下部工編　平成２４年３月（社）日本道路協会 
道路橋示方書･同解説Ⅴ耐震設計編　平成２４年３月（社）日本道路協会 
道路橋示方書･同解説Ⅴ耐震設計編　平成１４年３月（社）日本道路協会 
設計要領　第２集　－橋梁・擁壁・カルバート－平成１２年１月　日本道路公団 
設計要領　第２集　橋梁保全編 平成２４年７月　東・中・西日本高速道路株式会社

参考文献
道路橋の耐震設計に関する資料　平成9年3月（社）日本道路協会 
既設道路橋の耐震補強に関する参考資料　平成9年8月（社）日本道路協会 
既設道路橋基礎の補強に関する参考資料　平成12年2月（社）日本道路協会 
道路橋示方書・同解説　SI単位系移行に関する資料　平成10年7月（社）日本道路協会 
インターロッキング式横拘束筋を有する鉄筋コンクリート橋脚の設計要領（案） 平成15年6月日本道路公団 
高速道路の橋梁技術基準に関する講習会平成15年7月日本道路公団（監修）、（財）高速道路技術センター（編集） 
設計要領　第２集　橋梁建設編 平成１８年４月　東・中・西日本高速道路株式会社 
設計要領　第２集　橋梁保全編 平成１８年４月　東・中・西日本高速道路株式会社 
設計要領　第２集　橋梁建設編 平成２４年７月　東・中・西日本高速道路株式会社 
設計要領　第２集　橋梁保全編 平成２４年７月　東・中・西日本高速道路株式会社 
アラミド繊維シートによる鉄筋コンクリート橋脚補強工法設計・施工要領（案）　平成10年1月　アラミド補強研究会 
既設橋梁の耐震補強工法事例集　平成17年4月（財）海洋架橋・橋梁調査会 
鋼管・コンクリート複合構造橋脚設計マニュアル　改訂版　平成12年1月日本道路公団 技術部 
杭基礎設計便覧　平成19年1月（社）日本道路協会 
道路橋震災対策便覧（震災復旧編）　平成18年度改訂版(社)日本道路協会
よくわかる直接基礎・深礎基礎の設計　平成13年6月株式会社山海堂
「兵庫県南部地震により被災した道路橋の復旧に係る仕様」の準用に関する参考資料（案）　平成7年6月（社）日本道路
協会
国総研資料第700号 既設橋の耐震補強設計に関する技術資料　平成24年11月　国土交通省 国土技術政策総合研究所
道路橋示方書・同解説（平成24 年3 月）に関する質問・回答集（Ⅰ）Ⅴ 耐震設計編　平成24年11月 耐震設計小委員会
REED工法設計施工マニュアル（案） 平成24年3月 道路橋示方書対応版　前田建設工業株式会社
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第2章　操作ガイダンス

使用サンプルデータ・・・REEDRect.F4Z（矩形柱でREED工法を用いたデータです。作図はできません。）製品添付の
「REEDRect.F4Z」を新規に作成することを目的とし、説明を進めます。

1　ライセンス認証
※初期入力画面が展開されますが、先にライセンスの認証を行うため一旦画面を閉じます。

メニューバーより「ヘルプ」 － 「バージョン情報」をクリック
します。

橋脚の設計Ver.13を起動します。
「初期入力」を選択し、確定をクリックします。

ライセンス情報タブを選択し、「REED工法オプション」の「使
用」欄にチェックが付いていることを確認します。
　→チェックが付いていない場合はチェックをします。

お手持ちのプロテクトのタイプに従って「認証モード」を選択
し、認証実行をクリックしてください。
ライセンスの状態が「認証済」となったことを確認後、閉じる
をクリックします。
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2　入力
2－1　初期入力

操作ガイダンスムービー
Youtubeへ操作手順を掲載しております。
橋脚の設計・3D配筋(旧基準) (REED工法オプション)
操作ガイダンスムービー(5：01)

メイン画面の入力モードが選択されていることを確認します。
初期入力をクリックします。

入力モード： 分類ボタンや項目ボタンを選択することにより、
入力画面を開き設計するモデルの条件データや形状データを
設定してください。

初期入力： 橋脚の設計に必要とする基本的な項目、および詳
細な各ダイアログの「初期値」を設定するために必要な項目の
設定を行います。

設計対象： →「REED工法」を選択
（補強工法の設定画面が表示されなくなります）

材料
支持地盤の土質タイプ：→「岩盤（亀裂が少ない）」を選択

形状（基本）：→柱平面形状Hp20.000、Bpl4.000を入力

設計震度
地盤種別：→「Ⅱ種」を選択（※変更後メッセージが表示され
ます。内容を確認してください）

荷重 ： →上部工水平力作用位置ｈjt2.000と下記を入力

上部工死荷重反力　Rd5000.00kN
許容応力度法 橋軸 橋軸直角
設計水平震度kh 0.25 0.25
活荷重反力RL 3000.00 3000.00

地震時水平反力RH 1000.00 1000.00
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2－2　形状
はり

柱

形状をクリックします。
はりをクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

はり：「初期設定」画面ではり形状タイプが[はり式（矩形）]の
場合のはり形状を設定します。
（「無し」を選択しているため、設定は不要です。）

柱をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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フーチング

柱：「初期設定」画面で柱平面形状が「矩形」および「矩形面
取り（R面取り、直線面取り）の場合の柱形状を設定します。

フーチングをクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

フーチング：フーチングの形状を設定してください。
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2－3　材料
躯体

材料をクリックします。
躯体をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

躯体：各部材で使用する材料および[水中部材として扱う]かど
うかを設定してください。

本ダイアログに初期設定されている材料は、初期入力の「材本
ダイアログでの変更は、[初期入力]の[材料]には反映されませ
ん。
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地盤／埋め戻し土

2－4　基礎

地盤／埋め戻し土をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

地盤／埋め戻し土：上載土砂重量、および直接基礎の地盤の
許容支持力の照査（道示Ⅳ10.3）で必要となる[地盤／埋め戻
し土]に関する諸値を設定します。

本プログラムでは、フーチング側面の土層を「表土」、「良質
層」、「支持層」の3層にモデル化しています。各荷重ケースの
水位考慮時に用いる「支持地盤および根入れ地盤の単位重
量」は、各荷重ケースで設定される[水位]を用いてプログラム
で計算します。

基礎をクリックします。
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2－5　部材
柱ストライプH

基礎ばね：弊社「震度算出（支承設計）」との連携または「UC-
win/FRAME(3D)」，「Engineerʼs Studio」データファイルエク
スポート時に使用するばね値を設定します。

算定用データαE0（常時用）：基礎ばねの算定に用いる各条件
を設定します。

下記を入力します。
N値　30.0
αE0（常時用）　1000kN/㎡
動的ポアソン比ｖD　0.50
単位重量　19.0kN/㎡

「震度算出（支承設計）」連携時は剛性モデルの一部として使
用します。

部材をクリックします。
柱ストライプHをクリックします。
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柱帯鉄筋

柱ストライプH：REED工法で主鋼材として用いるストライプH
のサイズや配置等を設定してください。

サイズ：ストライプＨのサイズをリストから選択してください。
→「300×300. H=316. B=316. tw=18. tf=23. r=13. A=19540」
を選択

SEEDフォーム厚(mm) ：SEEDフォームの厚さ(mm)を設定して
ください。→「60」を入力

橋軸方向(幅5000mm) ：下記の通り入力します。
背面
かぶり 配置方向 縁端 配置 縁端

500 強軸 500 4@1000 500
前面

500 強軸 500 4@1000 500

橋軸直角方向(幅4000mm) ：下記の通り入力します。
背面
かぶり 配置方向 縁端 配置 縁端

500 弱軸 1500 1000 1500
前面

500 弱軸 1500 1000 1500

柱帯鉄筋をクリックします。

柱帯鉄筋：横拘束効果やせん断耐力算出に必要な鉄筋量およ
び有効長等を配筋情報から設定します。

径：帯鉄筋は柱全高さで同一の径の鉄筋を使用するものとし
ています。　→「D22」を選択

中間帯鉄筋
たな筋以外の中間帯鉄筋を設置する：→チェックする
径：→「D22」を選択
橋軸方向：「4」本/段、橋軸直角方向 ：「3」本/段

最圧縮縁の帯鉄筋位置(εcclの発生位置)
橋軸方向：「100」mm  、直角方向：「100」mm
高さ方向配置：下表の通り入力します。

区間 始端高さ
(m)

高さ間隔
(mm)

中間帯鉄筋
間隔倍数

背面ns
(本)

前面ns
(本)

基部 0.000 150 1 1 1

右側ns
(本)

左側ns
(本)

1 1
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柱保有耐力法高さ方向分割

柱許容応力度法照査位置

保有耐力法高さ方向分割をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

保有耐力法高さ方向分割：保有耐力法で水平耐力および水平
変位を求めるとき、高さ方向に分割して算定点とし、数値積分
により求めます（道示Ⅴ10.3解1）)が、このときの分割方法を設
定します。

柱許容応力度法照査位置をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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フーチング主鉄筋

許容応力度法照査位置：許容応力度法で柱中間部の応力度照
査を行う位置を設定します。

フーチング主鉄筋をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

フーチング主鉄筋：[橋軸方向上面]、[橋軸方向下面]、[橋軸直
角方向上面]、[橋軸直角方向下面]について、主鉄筋の設定を
行います。
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フーチングスターラップ
フーチングスターラップをクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

フーチングスターラップ：フーチングスターラップの設定を行い
ます。
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2－6　荷重
許容応力度法ケース

保有耐力法ケース

荷重をクリックします。
許容応力度法ケースをクリックします。

許容応力度法ケース：許容応力度法荷重ケース一覧を表示し、
ケースの複写や並び替えを行います。

設計震度：→下表の通り入力します。

橋軸 橋軸直角
固有周期 1.134 1.021

保有耐力法ケースをクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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オプション荷重

保有耐力法ケース：柱、フーチングの保有耐力法の照査に必要
なデータの設定を行います。検討方向の正方向（検討する方向
↑、→）には、[初期入力]ダイアログで設定した各値が設定され
ています。

オプション荷重をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

オプション荷重：死荷重扱いのその他荷重、任意荷重を使用す
る場合に設定してください。
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2－7　考え方
共通

許容応力度法

共通をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

はりや配筋方法などの選択ができます。

許容応力度法をクリックします。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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保有耐力法

安定計算や柱、はりなどの選択ができます。

保有耐力法をクリックします。
柱（基本条件）タブを選択します。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

柱（基本条件）タブの確認を行います。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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柱（特殊条件）タブの確認を行います。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。

はり・フーチング・基礎タブの確認を行います。
※入力に変更はありません。内容をご確認ください。
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3　計算確認
3－1　結果総括

計算確認をクリックします。
結果総括をクリックします。
結果をご確認ください。

計結果確認モード：入力モードで設定したモデルに基づいて計
算を行い計算結果や照査結果の確認ができます。

結果総括：安定計算及び部材設計における照査結果が項目毎
に一覧形式で表示されます。

印刷/保存：印刷ボタン右の[▼]をクリックすると、[印刷]、[保
存]項目が表示されます。
　
単位切替：計算結果を換算係数（9.80665）で簡易変換しま
す。

※印刷・単位切替の操作は、計算確認画面で共通となっていま
す。
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3－2　安定計算
安定計算をクリックします。
結果をご確認ください。

安定計算：照査結果が項目毎に一覧表で表示されます。
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3－3　部材設計
柱（許容応力度法）

部材設計をクリックします。
柱（許容応力度法）をクリックします。
結果をご確認ください。

柱（許容応力度法）：許容応力度法による柱部材の照査結果を
項目毎に一覧形式で表示します。
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柱（保有耐力法）
柱（保有耐力法）をクリックします。

柱（保有耐力法）：保有耐力法による柱部材の照査結果を項目
毎に一覧形式で表示します。
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フーチング（許容応力度法）
フーチング（許容応力度法）をクリックします。
内容をご確認ください。

フーチング（許容応力度法）：許容応力度法によるフーチング
部材の照査結果を項目毎に一覧形式で表示します。
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フーチング（保有耐力法）
フーチング（保有耐力法）をクリックします。
内容をご確認ください。

フーチング（保有耐力法）：保有耐力法によるフーチング部材
の照査結果を項目毎に一覧形式で表示します。
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4　計算書作成
4－1　結果一覧

計算書作成をクリックします。
結果一覧をクリックします。

計算書作成：計算結果を計算書形式で出力します。画面左のボ
タンから出力内容（結果一覧/結果詳細）を選択してください。
選択後に印刷プレビュー画面が表示されます。

結果一覧：計算結果を集計表の形式で出力します。

出力項目の設定（結果一覧）：計算書の結果一覧の出力項目に
関する設定を行います。

出力項目：各項目ごとに出力の有無を指定します。出力項目名
称の上で右クリックすることで、該当項目の単独プレビューを
行うことも可能です。

全選択・全解除：出力項目における全てのチェック状態を選択/
未選択に再設定します。
→出力項目を選択し、プレビューをクリックします。
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4－2　結果詳細

Ｆ8出力編集ツールが起動し、結果一覧の報告書プレビューが
表示されます。内容をご確認ください。

結果詳細をクリックします。

結果詳細：設計条件等を含めた詳細な計算結果を出力しま
す。

出力項目の設定（結果詳細）：出力項目に関する設定を行いま
す。

オプション：表示するデータ名、タイトル、コメントを選択しま
す。

荷重（許容応力度法）：表示する荷重ケースを選択します。
→各設定を行った後、プレビューをクリックします。
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見出しの編集

スタイルの設定

F8出力編集ツールが起動し、詳細報告書のプレビューが表示
されます。内容をご確認ください。
出力メニューにおいて、必要な項目のみ出力するよう設定が可
能です。

各ボタンを押下することで、見出しの編集を行うことが可能で
す。

 をクリックした後、章番号に対する下記の編集が可能と

なります。

■出力項目の選択：プレビューに出力する→ 、　プレ

ビューに出力しない→ 　　　

■章番号を全て振り直す ： をクリックする

■章番号を入れ替える：見出しを入れ替えたい場所へドラッグ
して移動させる
■章番号と見出しの文字列を編集する：見出しをダブルクリッ
クする

■前章の章番号の表示/非表示を切り替える： をクリック

する
■章の追加/削除をする：見出しを右クリックする

画面上部の を押下することで以下の操作が可能です。

■表示
■目次の追加
■ページ情報の設定
■文書全体の体裁の設定
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ソースの編集

保存

印刷

画面上部の を押下することで、ソースの編集が可能

です。

下記の形式で保存が可能です。
■テキスト形式(TXT)
■HTML形式(HTM、HTML)
■PPF形式(PPF)
■WORD形式(DOC)
　WORD形式(DOC)に出力する際には、Microsoft(R)Word97
以降がインストールされている必要があります。
　※推奨はMicrosoft(R)Word2000以降
　※Microsoft(R)Word97では、出力時にエラーとなる可能性
があります。

現在表示している文書の印刷が可能です。
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5　設計調書

スタイル設定

テンプレート

スタイル設定：出力するテンプレートが登録されているテンプ
レート名の選択と、印刷時の各種設定を行います。

テンプレートの確認をクリックすると、テンプレートの確認が
行えます。

設計調書をクリックします。

設計調書：設計調書モードを選択すると、「調表出力ライブラ
リ」が表示されます。テンプレートは「調表ライブラリ」の[ス
タイル設定]にて選択できます（調表ライブラリVer2.00.00以
降）。設計調書ファイル選択は「調表ライブラリ」の[調表作成
実行]にて選択できます。
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6　保存
ファイルの保存について説明します。
メニューバーより「ファイル」を選択します。

「名前を付けて保存」またはツールバーより をクリックし

ます。　

保存方法を選択します。
ファイル名に名前を入力し、保存をクリックします。

保存：編集中のデータに新しい名前を付けて保存します。
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